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２００８．８．２５ 県本部役員学校パート１

No.970 役員・書記３～４年目までの
みなさんふるって参加を

発行責任者 梅野敏基 定価 １０円 とき・９月１３日（土）～１４日（日）
ばしょ・犬山市・レークサイド入鹿

組合員の購読料は組合費のなかに含まれています

世
界
か
ら
核
兵
器
廃
絶
の

う
ね
り
を
つ
く
り
だ
そ
う

と
、
原
水
爆
禁
止
２
０
０
８

世
界
大
会
広
島
大
会
が
８
月

４
日
か
ら
６
日
に
か
け
開
催

さ
れ
、愛
知
県
本
部
か
ら
は
、

５
単
組
１７
人
の
代
表
が
参
加

し
ま
し
た
。開
会
式
で
は「
核

の
な
い
世
界
」
へ
む
け
た
共

同
行
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
主

催
者
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
か
け
つ

け
た
広
島
の
秋
葉
市
長
は
、

「
核
兵
器
か
ら
市
民
を
守
る

に
は
核
廃
絶
し
か
な
い
。
市

民
の
力
で
国
家
を
動
か
し
、

世
界
を
変
え
る
こ
と
が
私
た

ち
の
使
命
」
と
表
明
し
ま
し

た
。
ま
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
女
性
代
表
な
ど
海
外
か
ら

も
多
く
の
代
表
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

２
日
目
の
第
５
分
科
会

「
非
核
日
本
宣
言
、
非
核
自

治
体
運
動
」
で
は
、
国
民
保

護
法
問
題
と
も
併
せ
て
「
地

方
自
治
が
戦
後
規
定
さ
れ
た

の
は
、
日
本
を
再
び
戦
争
す

る
国
に
さ
せ
な
い
た
め
の
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
機
能

を
低
下
さ
せ
る
危
険
な
動
き

が
広
が
っ
て
い
る
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

５
日
の
夜
に
開
か
れ
た
自

治
体
労
働
者
平
和
の
つ
ど
い

に
は
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
広
島
原
爆
被
団
協

副
理
事
長
の
渡
辺
力
人
さ
ん

に
よ
る
被
爆
体
験
と
原
爆
症

認
定
訴
訟
を
た
た
か
う
の
講

演
を
受
け
た
あ
と
、
東
京
・

奈
良
・
広
島
の
青
年
が
そ
れ

ぞ
れ
原
水
爆
禁
止
運
動
を
た

た
か
う
決
意
表
明
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

な
お
日
本
原
水
協
は
新
た

な
署
名
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
」
の
開
始
を
宣
言
し
、

「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約

束
」の
実
行
を
求
め
ま
し
た
。

核核
兵兵
器器
のの
なな
いい
世世
界界
をを

生生活活実実態態にに見見合合うう
最最低低賃賃金金のの改改定定をを！！

原原
水水
爆爆
禁禁
止止
２２
００
００
８８
世世
界界
大大
会会
IInn
広広
島島

開会総会の会場は人でいっぱい

時
給
１
０
０
０
円
以
上
に

６月１９日にとりくんだ現行の最賃の額７１４円にちなんだ７１４分のハンスト

最
低
賃
金
の
地
域
審
議
会
を

前
に
、
生
活
実
態
に
見
合
う
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
、

宣
伝
・
署
名
行
動
が
各
地
で
と

り
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
８
月
６

日
、中
央
最
低
賃
金
審
議
会
は
、

全
国
を
Ａ
か
ら
Ｄ
の
４
つ
の
ラ

ン
ク
に
分
け
て
、
時
給
を
７
円

か
ら
１５
円
の
引
き
上
げ
を
目
安

と
す
る
答
申
を
ま
と
め
ま
し

た
。（
愛
知
の
目
安
は
１５
円
）

全
国
平
均
で
は
じ
め
て
７
０
０

円
を
超
え
ま
す
が
、
年
収
に
し

て
わ
ず
か
１
５
０
万
円
ほ
ど
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
、「
貧
困
と
格
差
」

が
社
会
問
題
化
す
る
中
で
、
昨

年
、
最
低
賃
金
法
が
「
労
働
者

の
生
計
費
を
考
慮
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
労
働
者
が
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
整
合

性
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
」

と
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
と
し
６
月
に
は
、「
成
長
力
底

上
げ
戦
略
推
進
円
卓
会
議
」（
政

府
と
労
使
代
表
で
構
成
）
が
、

最
低
賃
金
を
２
０
１
２
年
度
ま

で
に
小
規
模
事
業
所
の
「
高
卒

初
任
給
の
最
も
低
い
賃
金
」
を

目
安
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
合

意
し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
現
実
に
は
生
活
保
護
以

下
の
水
準
で
の
改
定
に
な
っ
て

お
り
、
私
た
ち
が
求
め
て
い
る

「
せ
め
て
時
給
は
１
０
０
０
円

以
上
」
の
改
定
は
、
す
べ
て
の

労
働
者
の
賃
金
の
底
上
げ
に

と
っ
て
、
重
要
な
課
題
で
す
。

８
月
７
日
に
は
、「
生
活
実

態
に
合
う
改
定
を
」
と
、
愛
労

連
と
と
も
に
、
自
治
労
連
名
古

屋
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
が
早
朝
宣

伝
行
動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
愛
知
県
の
最
低

時
給
が
７
２
９
円
（
現
行
７
１

４
円
）
に
な
っ
て
も
、
引
き
上

げ
分
は
パ
ン
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど

の
食
費
の
値
上
が
り
に
消
え
て

て
し
ま
う
。県
の
審
議
会
で
は
、

生
活
実
態
に
見
合
う
改
定
を
行

う
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。
な

お
、
愛
知
の
審
議
会
は
８
日
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
ヤ
マ
場
を

む
か
え
て
い
ま
す
。

東東三河のの地地域域医医療療をを
守ろろうう

蒲蒲郡郡市市民民病病院院をを守守るる会会結結成成総総会会

８
月
９
日
、
蒲
郡
市
民
病
院

の
医
師
を
確
保
し
、
東
三
河
地

域
の
医
療
を
守
る
た
め
、「
蒲

郡
市
民
病
院
を
守
る
会
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
蒲
郡
市
職
員

組
合
も
参
加
す
る
革
新
蒲
郡
ま

ち
づ
く
り
学
校
（
清
水
芳
卓
代

表
世
話
人
）
が
中
心
と
な
っ
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
は
４０
人
が
参

加
。
副
市
長
や
市
民
病
院
長
も

出
席
し
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
を

お
く
り
ま
し
た
。
清
水
代
表
は

あ
い
さ
つ
で
「
市
民
病
院
の
医

師
を
確
保
し
、
東
三
河
の
地
域

医
療
を
守
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
市
民
の
声
を
県
に
届

け
た
い
」
と
運
動
の
趣
旨
を
説

明
。
足
立
副
市
長
は
連
帯
の
あ

い
さ
つ
で
「
市
民
病
院
存
続
の

た
め
に
必
要
な
金
は
出
す
」
と

明
言
。
総
会
終
了
後
、
さ
っ
そ

く
ス
ー
パ
ー
前
で
、
署
名
を
行

い
ま
し
た
。「
豊
橋
市
民
病
院

ま
で
行
く
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
大
変
」、「
将
来
が
と
て

も
心
配
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
」
と
買

い
物
客
で
署
名
台
の
前
に
列
が

で
き
る
な
ど
、
１
時
間
で
４
０

１
人
の
署
名
が
よ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
蒲
郡
市
職
員
組
合
で
は
、

病
院
支
部
だ
け
の
問
題
で
な

く
、
組
合
全
体
の
問
題
と
位
置

づ
け
、
全
職
場
で
の
職
場
討
議

を
実
施
し
、
秋
期
年
末
闘
争
の

重
点
課
題
と
し
て
運
動
の
具
体

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

上・結成総会のようす
左・署名する人の列ができるほど
市民病院への関心は高い

愛知審議会ヤマ場
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ままたたししててもも事事故故
航航空空自自衛衛隊隊小小牧牧基基地地へへ

申申しし入入れれ

７
月
２９
日
、
厚
木
飛
行
場
に

向
け
、
県
営
名
古
屋
空
港
を
離

陸
し
た
航
空
自
衛
隊
第
１
輸
送

隊
所
属
の
Ｃ
１
３
０
Ｈ
輸
送
機

が
前
脚
の
油
圧
系
統
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
り
、同
空
港
に
緊
急
着
陸
、

滑
走
路
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
故
を
受
け
、
７
月

３０
日
に
、
安
保
破
棄
実
行
委
員

会
は
航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
に

対
し
、
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
に
対

す
る
原
因
究
明
・
再
発
防
止
策

を
明
ら
か
に
し
、
関
係
・
周
辺

自
治
体
と
住
民
に
説
明
会
を
す

る
こ
と
。
自
治
体
・
住
民
へ
の

説
明
会
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
、

空
中
給
油
機
お
よ
び
Ｃ
１
３
０

Ｈ
輸
送
機
の
飛
行
は
行
わ
な
い

こ
と
。
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
の
際
、

自
治
体
・
住
民
・
マ
ス
コ
ミ
な

ど
に
す
み
や
か
に
発
表
す
る
こ

と
、
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

基基
地地
のの
対対
応応
にに
、、
住住
民民
のの

不不
安安
・・
怒怒
りり
高高
まま
るる

こ
の
間
、
県
営
名
古
屋
空
港

に
関
わ
る
軍
用
機
の
事
故
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
０７
年
１０
月
Ｆ

２
支
援
戦
闘
機
墜
落
事
故
、
同

年
１１
月
米
海
軍
Ｆ
１８
戦
闘
機
の

緊
急
着
陸
を
は
じ
め
、
今
年
５

月
に
も
Ｃ
１
３
０
Ｈ
輸
送
機
が

部
品
落
下
事
故
を
起
こ
し
た
ば

か
り
で
、
住
民
の
不
安
と
怒
り

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

申
し
入
れ
に
対
し
基
地
側
の

山
本
渉
外
室
長
は
「
必
ず
司
令

に
渡
し
ま
す
」
と
受
け
取
り
、

地
元
住
民
か
ら
「
説
明
会
を
行

う
か
、
し
な
い
か
連
絡
が
ほ
し

い
」
と
要
請
。
室
長
は
「
司
令

に
申
し
ま
す
」
と
回
答
。
こ
れ

に
対
し
「
申
す
の
で
は
な
く
結

論
を
連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
住

民
が
要
請
す
る
と
、「
連
絡
で

き
る
か
ど
う
か
も
基
地
司
令
に

申
し
ま
す
」
と
、
す
べ
て
の
判

断
は
基
地
司
令
と
言
わ
ん
ば
か

り
で
、
判
断
能
力
も
疑
わ
れ
る

対
応
で
し
た
。
同
実
行
委
員
会

は
、
愛
知
県
に
対
し
て
も
、
住

民
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
要
請

し
ま
し
た
。

航空自衛隊小牧基地へ申し入れを行う参加者

８
月
１５
日
終
戦
記
念
日
の
昼

休
み
に
、
港
職
労
女
性
部
と
青

年
部
が
、
夏
休
み
で
水
族
館
や

名
古
屋
港
へ
遊
び
に
来
た
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
う
名
古
屋
港
駅
前

で
１８
人
が
参
加
し
、
平
和
署
名

宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

６３
回
目
の
終
戦
記
念
日
の
こ

の
日
、
戦
争
に
つ
い
て
思
い
起

こ
し
、
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
日
で
も
あ
り
ま
す
。
宣
伝

行
動
で
は
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
受

け
取
る
人
や
署
名
を
す
る
親
子

連
れ
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

「
戦
後
６３
年
が
た
ち
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
が
大
半
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
戦
争
の

こ
と
を
知
り
想
像
し
、
戦
争
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思

い
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
強

く
持
ち
行
動
し
な
け
れ
ば
、
再

び
戦
争
を
す
る
国
へ
と
逆
戻
り

し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
参
加
者

は
訴
え
て
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
で
は
、
短
い
昼
休

み
の
中
、
３０
分
で
署
名
８２
筆
、

憲
法
９
条
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
３
１

２
個
配
布
し
、
核
兵
器
廃
絶
と

平
和
な
世
界
の
願
い
を
込
め
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

平
和
の
想
い
を
胸
に
宣
伝
行
動

職職場場のの声声
◆国保の話題の記事の中で「現場

の声は上に上がらなくて…窓口で

言われてもどうしようもない」と

いう発言は本当にそのとおり�多
くの職員が心の中で思っています

よね。市民のために働く職場で

あってほしいと切に願います。

やっぱり組合は必要ですよね（森

加代子・名古屋市職労）

◆自治労連愛知県本部結成６０周年

おめでとうございます。６０年ずっ

とたたかってきたっていうことで

すね…なんだかすごいことだと思

います（一ノ瀬裕子・春日井市職

労）

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

名
古
屋
市
立
病
院
職
員

労
働
組
合（
７
月
２６
日
）

執
行
委
員
長

柴
田

節
子

副
執
行
委
員
長

丹
羽

仁
美

〃

甲
斐

秀
幸

書
記
長

横
井

良
乃

会
計

蜂
谷

水
鳥

書
記
次
長

岩
切

直
子

港
職
労（
７
月
３０
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

一
幸

副
執
行
委
員
長

脇
坂

宗
勝

書
記
長

高
木

強

長
久
手
町
職
労（
７
月
３１
日
）

執
行
委
員
長

児
玉

剛

副
執
行
委
員
長

角
谷

俊
卓

〃

加
藤

人
美

書
記
長

矢
野

正
彦

書
記
次
長

近
藤

巻
江

財
政
部
長

野
田

聡

蒲
郡
市
職（
８
月
８
日
）

執
行
委
員
長

来
本

吉
司

副
執
行
委
員
長

山
崎

三
好

書
記
長

中
根

徳
男

書
記
次
長

山
本

和
正

財
政
局
長

小
田

隆
久

豊
川
市
職
労（
８
月
８
日
）

執
行
委
員
長

瀧
川

努

書
記
長

浦
野

芳
正

会
計

神
藤

郁
博

豊
橋
市
職
労（
８
月
９
日
）

執
行
委
員
長

長
坂

圭
造

副
執
行
委
員
長

榊
原

正
志

〃

河
合
や
ち
よ

〃

伊
藤

三
秋

〃

村
松

一
成

書
記
長

伊
藤

英
一

書
記
次
長

加
藤

健
治

港
職
労

女
性
部
・
青
年
部

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

９
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

��������	

��
��������
９月７日（日）１０時～１６時
名古屋国際会議場４号館３階

講演 介護をめぐる情勢と今後の行方
講師 川名佐貴子さん（シルバー新報編集長）

全労連
東海北陸ブロック 青年部サマーセミナー
９月１３日（土）～１５日（祝）とき

ばしょ あいち健康プラザ
・レクリエーション・分科会

・学習会 など


